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消防団にあなたのチカラを！
問 防災対策課（西館２階）【担当】栗原・古庄　☎37‒6119
18歳以上で、小城市に居住しているか、または勤務している方なら男性でも女性でも入団できます。

おかげさまで小城市消防団も10周年

　平成27年１月18日、市制施行・小城市消防団
発足10周年を記念して、小城本町通りで記念パ
レードが行われました。

　市長や市議会議長から消防団に対
する激励、期待の言葉をいただき、
団長からは、日々の練習や団員とし
ての自覚などについて訓示をいただ
きました。

◀4月12日  消防団辞令交付式



１月

２月

３月
６月

　１月18日（日）、小城公園自楽園
で出初式がおこなわれました。今年
は、市制施行10周年を記念して、
パレードも行われました。パレード
は、県道牛津小城線の本町通りを一
時通行止めにして、先頭は佐賀広域

消防局の音楽隊、続いて団員による行進、消防車両が通過していきました。初
めてのパレードとあって、多くの市民も見学に来られていました。中には、団
員の家族でお父さんの姿を見つけ写真をとっている光景も見られました。
　パレードの後に行われた出初式では、小城公園の堀で小型ポンプを使った一
斉放水も行われ、今年は、色付きの見事な水のアーチが完成し、観覧者の目を
楽しませていました。

　１月25日（日）、各町単位で文化財防火訓練が実施されました。これは、
毎年１月26日が「文化財防火デー」に定められているのに合わせて実施し
ています。
　昭和24年１月26日に現存する世界最古の木造建物である法隆寺（奈良県）
の金堂が炎上し、壁画が焼損したことにより「文化財防火デー」が定められ
ました。
　小城町では、金泉寺、三日月町は、高田保馬邸、牛津町は、常福寺、芦刈
町は三条排水機場で訓練が行われました。

　平成27年６月28日（日）朝８時より、牛津小学校グランド
にて小隊訓練が行われました。訓練対象は小城市消防団各部
の部長、班長です。総勢120名程が集まりました。小城消防
署から派遣された教官と消防団役員から指導を受けました。
　訓練礼式とは我々消防団員の基本的な動作の訓練です。
20～30人で編成された小隊に対し、指揮者の号令で一斉に
決められた動きを行うというのが基本です。消防団員として
活動する際に必要な所作を効率的に学び、また訓練するため
に考えられたものです。指揮者、隊員ともに動作に対しては、
正しい姿勢、機敏な団体行動、気合等が要求されます。いわば、
剣道の形のようなものです。
　訓練は「通常点検」と「小隊訓練停止間の動作」を続けて
行います。最初は指揮者の声も小さく、隊員の動きもなかな
か合いませんでしたが、消防署の教官の熱心な御指導により
終盤には、どの小隊もきびきびといい動きができるようにな
りました。やはり、指揮者の号令がいいと隊員の動きもよく
なります。

「総合水防演習」月の輪工法に参加して
小城第４分団  第２部　班長  木下　直哉　

　去る５月27日牛津町上砥川（大柳地区）地先において「平成27年
度総合防災演習」が実施されました。陸上自衛隊、警察、消防、救急
など各組織による、災害時の情報収集や人命救助など、手に汗握る緊
迫した訓練の実演が行われる中、我々小城第４分団は、水防団として、
大規模水害を想定した、事前行動計画（タイムライン）に基づき、堤
防内部の土砂流出による決壊を未然に防ぐ「月の輪工法」の実演の担
いをいただきました。
　「月の輪工法」は、河川の増水中、堤防の外に漏水が吹き出し、そ
の漏水口が拡がる被害に備え、土のうを積んで水を溜め、その水圧で
堤防からの漏水を抑える目的の工法でした。迅速に大量の土のうを作
り、それを積み上げることが体力勝負で大変でした。実際の災害時も
迅速な作業が被害を最小限に抑える事を意識しながら実演を行いまし
た。私も過去に何度も洪水の経験をしましたが、佐賀平野の宿命でも
ある、農地や街の土地の高さが有明海の満潮時に比べると低く、堤防
が決壊すると大洪水とつながります。現在では、堤防やポンプでの排
水の技術のおかげで大事にいたることが少なくはなりましたが、昨今
の予想を上回る集中豪雨などで河川の氾濫、土砂崩れ等がいつ起こる
かわからない状況です。消防団として地域の安心・安全を守るべく、
各水防工法を実演できたことは、今後の活動に大変意義のある演習と
なりました。今後もいつ起こるかわからない災害に備え日頃の訓練に
励みたいと思います。貴重な経験をさせていただきありがとうござい
ました。

みんなで  守ろう  文化財

５月

●土のうを積んで河川水位と漏水口との水位差を縮め水の圧
力を弱め、漏水口が拡大するのを防ぎ、堤防の決壊を未然
に防ぐ。

月の輪工法

　１日の仕事を終え、少し疲れた様子で一人二人と集まって来るのは、青い消防団の活動服を着た男達だ。季節は３月、ま
だまだ寒い毎日だ。夜７時といえばもう外は真っ暗な時間。そろそろ４、５人集まっただろうか。「お疲れさんでーす。」「こ
んばんは」「さむかねー」等と声をかけながらストーブに手をかざす。「今日はだいの番ね。」「今日はお前の番ぞ。」「えー、ま
たおいですか？」一番年の若い団員が口を尖らせ、先輩に軽口を言いながら助手席でマイクの点検を始める。「よし、そいぎ、
いくばい！」年長の男が声をかけ、みな、出発の準備に取り掛かる。
　ここは某消防団の詰所。春季全国火災予防運動週間中は消防ポンプ積載車に乗って広報活動を
行っています。昔ながらの拍子木をカチカチと打ちながら大声で声をかけるなんてことはしませ
んが、かわりにポンプ車の放送設備を使い、市民の皆様に火災予防週間の案内をして回ります。
時間帯は、あまり遅くなるとご迷惑になりますので、概ね夜７時から９時の間、皆様ご自宅でく
つろがれている時間帯。地元の消防団員が巡回をするため、詰所に集まっています。
　平成27年３月１日（日）から３月７日（土）まで春季全国火災予防運動が実施されました。火
災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の普及を図ることで、火災の発生を防止し、
高齢者等を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的として、
毎年この時期に実施しているものです。全国統一防火標語は『もういいかい 火を消すまでは ま
あだだよ』皆さん、年に数回、防火について家族で話し合う機会にしてみてはいかがでしょうか？
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小城市消防団員数

1,023名
(H27年４月１日現在)

「地域の絆」をつなぐ ～地域とともに～
キャッチフ

レーズ

　桜岡校区1800程の戸数で、消防団員82名が在籍し
ています。年間消防事業への参加・訓練はもとより、
団員の協力を得ながら地域イベントにも積極的に参加
しています。

《年間参加行事》
　８月：小城アマチュア音楽祭の会場周辺の警備を行う。
　10月：小城町民体育祭への参加

小城本町シャンシャン祭に参加し、団員も神輿
担ぎ、行列踊り、交通警備にあたっております。

　火災はもとより、台風・豪雨などによる災害などの
活動を通して団員は「地域
の絆」を作っています。
　これからも関係の方々の
ご支援をいただきながら、
団員一致団結し、活力ある
生き生きとした『小城第１
分団』でありつづけたいで
す。

・右記のQRコードを
読み込んで下さい。

☆小城市消防団からの
　お知らせなどを配信しています

分団紹介 小城
第１分団

第21回全国女性消防団員活性化 佐賀大会
明日への創造 ～地域・生命・未来を守る女性消防団～

10月10月

29~30日29~30日

私たち小城市消防団女性部も参加します！

29日木 30日金
情報交流会プログラム
開会
アトラクション
　ゲスト：演歌歌手　杜このみ

オープニングセレモニー
　佐賀広域消防音楽隊・郷土芸能など
開会式
　映像とのプロパフォーマー
パネルディスカッション
　《地域防災力と女性消防団員》
活動報告
　「テーマ別啓発活動内容発表」
記念講演
　古賀  稔彦 氏（柔道家）
閉会式
　《未来へのメッセージ映像ライブ》

【主 催】公益財団法人日本消防協会・公益財団法人佐賀県消防協会・第21回全国女性消防団員活性化佐賀大会実行委員会 　【共 催】佐賀県・佐賀市

佐賀市文化会館大ホール


